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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
神経再生と,てんかんの関係については未だ明らかになっていない｡しかしながら,異所
性の電気的な回路が,てんかんにおいて神経再生により誘発されている可能性が指摘され
る｡この研究では,.片側の扇桃体キンドリングラットを用いて,海馬の頼粒下層 (SGZ)
における神経再生およびアス トロサイ トの遊走を,GABAaアゴニス トであるムシモールを
両側の視床前核に投与することによって調査した｡ムシモールの投与は,扇桃体における
脳波上の記録では有意な変化を認めなかったものの,行動学的には有意差をもっててんか
んを改善させた｡これゆえ,ムシモールの注入は,二次性全般化を抑制するものであるが,
発作起始そのものを抑制するものではないと考えられた｡免疫染色においてSGZにおける
bromodeoxyuri4ine(BrdU),BrdU/doublecortin,お よび BrdU/glialfibrilaryacidic
protein(GFAP)陽性細胞数はキンドリング動物において著明に減少していた｡ムシモー
ルの投与は有意差をもって神経再生を抑制したが,アス トロサイ トの遊走については非刺t
激側のSGZでは抑制しなかった｡このことは,視床前核の二次性全般化抑制作用によるも
のと考えられた｡さらなる研究がこの仮説を明らかにするには必要であるが,これらの結
果により,神経再生とてんかんの間にあ.る関連性は,片側扇桃体キンドリングラットにお
いて,視床前核を介した対側の二次性の神経再生によって惹起される可能性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はキンドリングてんかんラッ′トの視床前核に GABAaアゴニストを投与
して､キンドリング形成時に生じる海馬の神経再生と神経豚細胞の増殖に対す
る GABAaアゴニストの効果を観察したものである｡その結果ムシモール投与
によって BrdU/ダブルコルチン陽性細胞の数が非刺激側において有意に減少す
る事を示した｡てんかん形成と神経再生との関連を示した研究成果として価値
ある業績であると認める｡i
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
審 査 概 要:
神経細胞の新生増殖を示す指標であるBrdUの投与プロトコールとDiscussion
に問題点が指摘されたが､引き続く研究によって明確にして行く方向性が示さ
れ了承した｡
